
医学部保健学科 理学療法学専攻カリキュラムツリー

１．豊かな人間性や
教養と倫理性

柔軟で豊かな人間性や高
い教養を有し，医療に携
わるものとしての倫理を
遵守できる能力

２．コミュニケーション
能力

医療，保健，福祉チームの一
員として協調して行動し，患
者，障害のある人々，それら
の家族などを理解し，良好な
関係を構築できる能力

３．確かな知識と
技能

専門的知識や技術を修得し，
基本的な医療行為を安全に
実施することができる能力

４．向上心と適応性

進歩し続ける医学や医療に興
味を持ち学習し，生涯にわた
り自らを高め，その成果を取
り入れることができる能力

５．課題探究と問題
解決能力

課題を自ら探求し，科学的な
評価と検討のもと，その問題
解決のために努力することが
できる能力

６．貢献できる能力

患者，障害のある人々の回復
や，地域住民の健康維持や
増進，国際社会での医療・保
健活動などを支援し貢献する
ことができる能力
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初年次ゼミ
（保健と医療）

主題別科目

国際言語科目

スポーツ文化科目

行動科学

情報処理
応用統計
医系理科
生命倫理学
医療人類学
コミュニケーション論

卒業研究

１．教養基礎教育，専門基礎教育，専
門教育の系統立てた配置により，
人々の健康，特に地域医療及びチー
ム医療に貢献できる医療専門職者を
養成するカリキュラムを構成する。

４．専門科目では，専攻ごとに特色を
持ち，講義や実習を通じてそれぞれ
の専門分野に必須の知識や技術を
修得するカリキュラムを構成する。ま
た，卒業研究を通じて，課題を自ら探
求し，問題解決能力を身につけること
ができるカリキュラムを構成する。

５．臨床実習，臨地実習では，医
療専門職者に求められる知識，
技能，態度，判断力を統合し，実
践することができるカリキュラムを
構成する。
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２．教養基礎教育，専門基礎教育では，
医療専門職者として求められる，コミュ
ニケーション能力，探究心，柔軟で豊
かな人間性，倫理性などの能力を修
得することができるかりキュラムを構
成する。

３．専門基礎科目では，それぞれの
専門分野に進むための，基礎的な知
識（人体の構造と機能，人間発達およ
び社会福祉など）を修得することがで
きるカリキュラムを構成する

人体構造学 人体機能学 疾病論Ⅰ・Ⅱ
リハビリテーション概論

人体構造学実習 人体機能学実習

理学療法学概論 理学療法評価学Ⅰ

基礎臨床実習Ⅰ

基礎教育科目教養教育科目 専門基礎科目

多職種連携論
リハビリテーション医学

理学療法評価学Ⅱ 運動療法学Ⅰ・Ⅱ
日常生活活動学 物理療法学
理学療法評価学実習 日常生活活動学実習
物理療法学実習

理学療法技術実習

臨床心理学 病態生理学 人間発達学 一般臨床医学
薬理学 医療画像診断学 運動機能解剖学
運動機能生理学 運動学 運動学実習 整形外科学
脳神経医学Ⅰ・Ⅱ 小児期障害学 精神障害学Ⅰ

総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ

筋骨格系理学療法学 神経系障害理学療法学Ⅰ・Ⅱ 内部障害理学療法学
医療コミュニケーション論 生活環境支援学 義肢装具学 理学療法学研究法
義肢装具学実習 筋骨格系理学寮法学実習 理学療法学セミナー 運動療法学実習
臨床運動学 内部障害理学療法学実習 小児理学療法学実習 老年期理学療法学

基礎臨床実習Ⅱ・Ⅲ

専門科目
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